
  

最尤系統樹推定　　　　
　　　と系統樹の信頼性評価

田辺晶史

実習編



  

演習

● RAxML による最尤系統樹推定
● 系統樹推定結果を見る



  

ダブルクリック



  

ダブルクリック



  

実行時の設定内容と進捗状況
が表示される
計算が終わるとウィンドウは
自動的に閉じられる



  

ダブルクリック



  

実行時の設定内容と進捗状況
が表示される
計算が終わるとウィンドウは
自動的に閉じられる



  

+Γ モデルを当てはめているのに
α (Γ 分布の形状を決めるパラメータ )
が 10 より大きい場合， +Γ モデルの意味がほぼない
そのため，警告が出ている
リサンプルデータではそういうデータになってしまうこともある
のは仕方がないので，気にしなくてよい
( そもそも一部パーティションのみの +Γ モデル無効化に非対応 )



  

最尤系統樹のファイル



  

各パーティションの最尤系統樹のファイル
( 分離モデルのときだけ生成される )



  

ブートストラップ解析の各反復における最尤系統樹



  

解析実行時のメッセージ出力



  

右クリック



  

クリック



  

最尤系統樹の各系統仮説出現頻度を最尤系統樹にマッピング

pgsumtree \
 --mode=MAP \
 --treefile=RAxML_bestTree.  略 \
 RAxML_bootstrap.  略 \
 RAxML_bestTree.nwk

… コマンド名
… マッピングモードで実行
… 対象系統樹ファイル指定
… 入力ファイル名
… 出力ファイル名

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること



  

デスクトップの FigTree のアイコンへドラッグ＆ドロップ



  

クリック



  

クリック



  

クリック



  

クリック



  

文字サイズ変更
( フォントも SegoeUI など
 にするとよい )



  

クリック



  

クリックして一旦閉じ、
再度ファイルを開く



  

クリック



  

クリック



  

プルダウンメニューから
「 label 」を選択



  

支持率が表示される



  

枝をクリック



  

クリック



  

クリック



  

クリック



  

プルダウンメニューから
「 descreasing 」を選択



  



  

クリック



  

クリックで PDF として保存できる (Illustrator などに読込可能 )
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